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研 究 状 況


















班員 龍谷直人 菊地暁 小牧幸代 張啓雄 水
野直樹 山室信一 安田敏朗 ルイ-ズ･ヤング
(以上所内) 杉山正明 (文学研究科) 秋田茂
(大阪外大) 今田秀作 (和歌山大) 王何 (神戸


























































































班員 宇佐美哲 金文京 小林博行 武田時昌





















































10月28日 鄭孝背 と漢学者たち 深揮
『色道大鏡』巻五 廿八品第廿六
極義品 金

























班員 龍谷直人 菊地暁 高木博志 安田敏朗
山室信一 (以上所内) 文竣英 (外国人共同研究者)
伊藤之雄 (法学部) 駒込武 (教育学部) 永井和
(文学部) 堀和生 (経済学部) 青野正明 (桃山学院)
浅井良純 (大阪経済大非常勤) 桂川光正 (大阪産
業大) 河合和男 (奈良産業大) 河原林直人 (大阪
市立大 ･院) 北波遺子 (関西大 ･院) 全英達 (大
阪市立大非常勤) 呉宏明 (京都精華大) 近藤正己
(近畿大) 杉原達 (大阪大) 冨山一郎 (大阪大)
土井浩嗣 (神戸大 ･院) 藤永壮 (大阪産業大) 朴
- (大阪市立大) 朴宣美 (京大 ･院) 松田利彦
(日文研) 松田吉郎 (兵庫教育大) 山田敦 (学術
振興会特別研究員) 李卓 (京大 ･研修員)





実行と台湾樟脳について 黄 紹 恒
『神社協会雑誌』 の植民地神社関係記
事 高木博志













































11月1日 朝鮮寄留令の制定 ･実施 (1942-43年)
について-植民地住民登録制度の最終
段階- 水野直樹



































班員 落合弘樹 高木博志 高階絵理加 (以上所
内)吉山忠正 (仏教大)奥村 宏 (神戸大)長志珠
絵 (神戸市外大)小股憲明 (大阪女子大)勝部真人
(広島大)岸本 覚 (鳥取大)小林丈弘 (衰都市歴
史資料館)斉藤祐司 (彦根城博物館)笹部呂利 (仏
教大 ･非)鈴木祥二 (名古屋大)鈴木栄樹 (京都薬
大)谷山正道 (天理大)塚本 明 (三重大)原田敬
一 (仏教大)福井純子 (立命館大)三洋 純 (熊本
大)母利美和 (彦根城博物館)薮田貫 (関西大)山
崎有恒 (立命館大)黒田信二 (広島大 ･院)谷川









































班員 落合弘樹 龍谷直人 菊地暁 小林博行
高木博志 高階絵里加 瀧井一博 竹沢泰子 張啓
雄 安田敏朗 山本育造 ルイーズ･ヤング (以上
所内) 及川英二郎 坂部品子 承志 (以上文学研





鶴見太郎 (京都文教大学) 早瀬晋三 (大阪市立
大学文学部) 本間千景 (仏教大学文学研究科)






















































































『アヴァンギャル ドの世紀』 と題 して刊行されるは
ずである｡
班員 井波陵一 大浦康介 森本淳生 (以上所内)
篠原資明 松島 征 三好郁朗 (以上総合人間学部)
吉田 城 (文学部) 鈴木貞美 (国際日文研)
丹治恒次郎 (関西学院大学法学部) ピェ-ル･ドゥ
ヴォー (甲南女子大学文学部) 水田恭平 (神戸大




































宇佐美 ･大浦 ･森本 ･南
宇佐美 ･大浦 ･森本 ･南
宇佐美 ･大浦 ･森本 ･寓
宇佐美 ･大浦 ･森本 ･南
宇佐美 ･大浦 ･森本 ･南




















班員 前川和也 小山哲 阪上孝 田中雅一 富
永茂樹 横山俊夫 (以上所内) 南川高志 服部良
久 (以上文学研究科) 川島昭夫 (総合人間学部)
阿河雄二郎 (大阪外国語大) 井上光子 (関西学院
大),井上浩一･ 大黒俊二 (以上大阪市大) 江川
温 川北稔 (以上大阪大) 川本正知 (奈良産業大)
合田呂史 (甲南大) 渋谷聡 (島梶大) 高田京比
千 (神戸大) 田中俊之 (金沢大) 河村貞枝 橋
本伸也 渡遠伸 (以上京都府大) 三成美保 (摂南
大) 山辺規子 (奈良女子大) 森明子 (国立民博)
脇田晴子 (滋賀県大) 桜井康人 (京大文 ･研修
員) 中村敦子 (京大文 ･特別研修員)
1月18日 ロシア ･ディアスボラ? バルト3国
の民族間題とEU拡大 橋本
1月25日 移動する ｢社会｣ 30年戦争における
｢宿営社会｣の現実 渋谷





























































班員 落合弘樹 菊地 暁 北垣 徹 小林博行
小牧幸代 瀧井一博 森本淳生 安田敏朗 (以上所
内)田辺明生 (アジア･アフリカ地域研究科)飯田







3月14日 九鬼周造 ｢『いき』の構造｣ 上野
3月25日 九鬼周造 ｢日本詩の押韻｣ 君野






7月5日 共同研究 ｢転向｣論 (1) 菊地/安田
7月22日 30年代前後における女性作家 飯田




11月22日 中井正 一の複製芸術論を読む 上野
11月25日 日本浪量派,その発端の多様性 細見
12月23日 1930年代 日本社会学の位相 辰巳



















班員 井狩弓爾介 (所内) 永ノ尾信悟 (東戻大)
アスコ･パルボラ (ヘルシンキ大) ウェイン･ホ
ワード 梶原三恵子 (-ーヴァ- ド大 ･院) 野田















班員 北垣徹 金文京 田中雅一 東郷俊宏
(以上所内) 小西嘉幸 (大阪市大) 小山俊輔
(奈良女子大) 関谷 一彦 (関西学院大) 棚橋訓
(慶鷹義塾大) 早川聞多 (白文研) 古川誠 (関
西大) 山路龍天 (同志社大) 山本和明 (相愛女
子短大) 小野原教子 河田学 山口威 (以上戻入
190-
受入環 ･院) 片平幸 渡辺綾香 (以上総研大 ･院)
川村清志 (学振特別研究員) 北原恵 (東大 ･院)
下野理恵 (大阪国際女子大 ･非) 藤本純子 (阪
大 ･院) 園田浩二 (関西学院大 ･院)
2月 2日 服か身体か - ヴィヴィアン･ウェス
トウッドの方法 小野原
2月16日 ネットのなかのフェティシズム- 耳 ･
脇 ･乳 ･足 川村
3月 1日 女給物語の文法 林芙美子 『放浪記ED
をめぐって 渡辺
3月15日 フリー ･トーク (日本とオーストラリ
アの性の現場から)
北原みのり (ゲスト)
4月19日 精子の表象 一 男性アイデンティティ




































































班員 荒牧典俊 藤井雅人 アスコ ･パルボラ
(以上所内)徳永宗雄 (文学研究科) 村上呂孝 (大





文 ･院) 杉田瑞枝 (京大研修員)






















班員 上野成利 北垣 徹 小林博行 小山 哲
瀧井一博 竹沢泰子 武田時昌 田中雅一 富永茂
樹 山室信一 (以上所内)大洋真幸 (人間 ･環境学
研究科)大東祥孝 (留学生センター)八木紀一郎
(経済学研究科)芋城輝人 (京大研修員)小川虞里
千 (三重大)川越 修 (同志社大)小林清一 (滋賀

































































































六月一九日 張仙図考 西上 実


















































































十月二四口 底東出土の漢 ･魂 ･哲時代の水田
模型について-スライド併映-
渡部 武

































































義のありようを日本 との関連において,思想 ･運動 ･
戦争の諸側面から迫ろうとするものである｡
一月二八日 我的百科情結 鍾 少華
報
二月一八日 邦字新聞 『大陸新報』の周辺 一
記者池田克己について
溝田 麻矢










六月二三E] 延安整風運動の再検討 - 高華
『赤い太陽はどうやって昇ったか』
を手掛かりに 緒方 康
一〇月 六日 賀川豊彦と孫文 浜田 直也
一〇月二〇日 魯迅とマルクス主義 山田 敬三
一一月一〇日 革命と抗日 一 葺君宜の場合
楠原 俊代





























六月 二目 上海 ｢親日｣作家と日本
溝田 麻矢
六月一六日 北洋海軍と清朝財政 細見 和弘










一二月 -E] 和平 ･反共 ･建国の源流 :周仏海
と陳公博 柴田 哲雄

































八月 三日 元曲 ｢趨元遇上皇｣第三折後半
高橋 文治
九月一六目 元曲 ｢趨元遇上皇｣第四折





一〇月一七日 ｢公理類｣前半 谷井 陽子
一〇月二八目 元曲 ｢陳持高臥｣第一折
赤松 紀彦 ･井上 泰山
一一月 七日 ｢公理類｣後半 加藤 雄三




一二月 五目 ｢算法類｣ 武田 時昌
一二月二七目 元曲 ｢陳樽高臥｣第二折前半
金 文京
































六月二 ･日 実徴冊と徴税 高嶋 航
七月 五口 宿代大計制度の変遷 小野 達也
九月 六日 明代における朝貢 琉球の事例












一一月一五日 清代加給考 - 中国官僚制の一側
面 大野 晃嗣
報
一一月二九日 宿代碩学の状況 鄭 台埜
一二月一三日 明末の書蓋骨董の蒐集をめぐる状
況 一 法繭玉 『珊瑚網』について
井上 充幸
唐代宗教の研究 班長 吉川 忠夫
四年間にわたる共同研究を終え,成果報告論文集
として,吉川忠夫編 『唐代の宗教』(朋友書店 2000
年 7月)を刊行した｡なお 『北山録』 の解読は,
｢三教交渉の研究｣班において継続する｡
















班員 小牧幸代 田中雅一 竹沢泰子 水野直樹
安田敏郎 山室信一一(以上人文研) 松田素二
(文学部) 田辺明生 (アジア･アフリカ地域研究科)
李仁子 (民博COE) 上杉妙子 (民族学振興会)
荻野昌弘 (関西学院大) 岡田浩樹 (甲子園大)
春日直樹 (大阪大) 金谷美和 (人文研研修員) 川
村清志 (学振 ･特別研究員) 窪田幸子 (広島大)
栗本英世 (民博) 小林致広 (神戸市外大) 常田夕
実子 (学振 ･特別研究員) 冨山一郎 (大阪大) 中
谷純江 (学振 ･特別研究員) 福浦厚子 (滋賀大)
細谷広美 (京都文教大) 元木淳子 (法政大) 森木
和美 (葉菜女子大 ･非) 脇村孝平 (大阪市大) 池
ー197-
人 文
亀彩 (人環 ･院)石井美保 (人環 ･院)岩谷彩 (人
環 ･院)





















学 石塚 道子 (お茶の水大)


















Ⅱ 個 人 研 究
人文学研究部
知識と社会制度 阪 ヒ 孝
一九世紀における明治維新 佐々木 克
｢日本植民地帝国｣の経済史的研究 山本 有造

















































































































中国近世の国家支配の研究 古松 崇志 ･荒牧典俊 (東方部)教授は,停年により退職 (3
中国仏教絵画の研究 大原 嘉豊 月31目付),大谷大学教授に就任 (4月1日付)｡
客家語音韻史 中西 裕樹 ･勝村哲也 (附属東洋学文献センター)教授は,停
文字定義情報に基づく文書表現系に関する研究 年により退職 (3月31目付),島根県立大学教授
事 業 概 況
夏期公開講座
2000年7月
































































































































































































































































































































































































































･文 竣咲 ソウル大学校 ｢21世紀の世界の中の
韓国法の発展｣教育研究団助教
植民地期朝鮮の刑事政策に関する研究
受入数官 水野教授
期間 9月20日～2001年9月19日
･李 鍾日文 延世大学校社会発展研究所専門研
究 員
朝鮮総督府の犯罪統制に関する研究
受入数官 水野教授
期間 12月25日～2001年12月24日
一一204-
報外国人研究生
･SonyaLee
東アジアにおける仏教寺院の美術と歴史
受入教官 曾布川教授
期間 10月1日～2001年9月30日
出 版 物
紀要
人文学報 第83号 (紀要第136冊)
2000年3月30日刊
東方学報 第72冊 (紀要第137冊)
2000年3月26日刊
欧文紀要 第34号 (1)(2)
2000年 3月31日刊
東洋学文献類目 1997年
2000年 2月26日刊
研究報告その他
北朝隔唐中国仏教思想史 荒牧 典俊編
2000年 2月29日刊
唐代の宗教
2000年 7月20日刊
それぞれの明治維新
2000年8月10日刊
所報 ｢人文｣第47号
2000年3月31日刊
吉川 忠夫編
佐々木 克編
-205-
